
編
輯
た
よ
り

▲
前
號
に
は
わ
け
の
解
ら
な

い
誤
植

が
あ

つ
た
、

鵜
澤
四
丁
氏
の
續

三
脚
物
語
が
、
績
三
脚
物
語

な
ど
と
、

不
通
な
も
の
に
な
づ
て
ゐ
た
。

▲
最
も
甚

だ
し
い
の
は
、

ロ
ダ

ン
の
彫
刻
品
三

萬
圓
と
あ
る
の
が
、
只

の
三
圓
と
植
ゑ
て
あ
る
、

日
本

の
活
版
屋
は
、

み
ん
な
大
金
持
だ
か

ら
、

大
方

三
萬
圓
が
、
三
圓
ぐ
ら
ゐ
に
し
か
。
見
え

な
か

つ
た
の
だ
ら
う
。

▲
岩
村
透
氏
、
岡
野
榮

氏
、
岡
田
三
郎
助
氏
、

吉

田
博
氏
、
藤
島
英
輔
氏
は
今
回
本
誌
の
賛
助

員
た
る
事

を
承
諾

せ
ら
れ
、
作
畫

又
は
寄
稿
を

賜
は
る
こ
と
に
な

つ
た
。

▲
豫
告
は
豫
告
で
あ
る
か
ら

、
多
少
の
相
違
を

免
か
れ
な
く
な

る
が
、次
號
に
は
岩
付
透
氏
婆

寄

稿

し
て
下
さ

る
筈
で

あ

る
、
そ

の
外

に
、
今

解

つ
て

ゐ
る
の
は
、
織

田

一
麿
氏

の
「
装

飾
藝

術

に
就

い
て
の
話
、
」
服
部
嘉
香

氏

の
「
繪
畫
美
學

」

山
崎
紫

紅
氏

の

「
劇

の
背

景

」
等
で

あ

る
。
こ

の

外

に
、
な

ほ
目
下
交
渉
中

の
も

の
が
數

篇

あ
る

。

▲
上

記

の
外
、
既

に
脱

稿

し

て
、
編

輯
人

の
手
許

に

あ
る
も

の
は
、
赤
城
泰
舒

氏

の

「
白
樺
と
綠

色

の
流

」
水
野

以
文

氏

の
「
頬
杖
小

言
」
等

▲
挿
繪
と

し
て
は
、
中
澤
光
弘
氏
の

「
山
形
風

俗

」
吉

田
博
氏

の
「
流
球
風
景
」
赤
城
泰
舒

氏
の

「
綠
色
の
流
」
及
び
故
大

下
藤
次
郎
氏

の
遺
作

等
の
原
色
版
數
葉
並
に
有
名
な
る

ニ
コ
ル
ソ
ン

氏
筆

の
木
版
畫

を
掲
載

の
筈

▲
需
供
案
内
は
毎
月
十
五
日
限
り
〆
切
の
事

□
本
話
に
多
大

の
同
情
を
有

せ
ら
る

る
法
學
士

渡
邊
六
郎
氏
は
今
回
歐
洲

漫
遊
の
途

に
就
か
れ

た
君
が
繍
膓
錦
思
は
折
り
折
り

の
消
息

と
な
り

て
本
誌
に
顯
は
る
筈

に
候
。

□
丸
山
晩
霞
氏
に
彌

々
滞
歐

の
彩
管
を
收

め
て

四
月
下
旬
倫
敦
を
出
發
故
山
に
向
は

る
る
由

に

候

へ
ば
遠
か
ら
ず
氏
が
雄
健

の
筆
は

彼

の
地

の

新
空
氣
を
齎
し
て
萬
丈

の
氣
焔
を
本
誌
に
掲
げ

ら
る
可
く
今
よ
り
囑
望

に
堪

え
ず
候
。

□
日
本
水
彩
畫
會
研
究
所
講
師
岡
精
一

氏
御
令

閨

に
は
彌
生
半
ば
に
御
逝
去
あ
ら
せ
ら
れ
候
此

處
に
謹
ん
で
哀
悼

の
意
を
表
し
申
候
。

□
新

潟
縣
長
岡
市
下
中
町
六
十

四
鈴
木
鐵
次
氏

は
今
回
本
正
會
友

と
し

て
入
會

致
さ
れ
候
。

□
本
號
口
繪

『
椿
』
は
、
ワ

ッ
ト

マ
ン
八

ッ
切
大

に
し
て
、
庭

の
一
隅
を
、
寫

生
せ

ら
れ
し
も

の

に
候
。 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 

□『
ハ
ド
ソ

ン
』
は
故
萩
原
守
衞

氏
滞
歐

中
の
作

品

に
て
、
ワ

ッ
ト

マ
ン
八
ツ
切
大

に
候
。

□
ド

ロ
マ
イ
ト
山

（ジ
イ
ネ
作
）
は
、
本
號
所

載
、
小
烏

水
烏
氏

『
山
岳

の
水
彩
畫
家
』
を
參

照
せ

ら
れ
た
く
候
。

□
寫

眞
版
『
雪
の
朝
』
は
、
榎
本
滋
氏
の
作

に
し

て
日
本
水
彩
畫
會

二
月
例
會
に
出
品
さ
れ
し
も

の
に
候
。

□
前
號
原
色
版
、
水
野
以
文
氏
作

『
池
畔

の
森
』

は

、
不
出
來
に
て
、
原
畫
の

趣
を
失

ひ
申
候
。

□
會
員
の
方

に
て
、
批
評
を
乞
は
る
ゝ
送
畫

に

は、
可
成
、
詳
細
な
る
説
明
を
、
附

せ
ら
ん

こ

と
を
希
望
致
し
候
。 
 
 
 
 
 
 
 

中
に
は
、
説
明
不
充
分
の
爲
、
批
詳
に
非
常
に

困
難
な
る
も
の
有
之
候
。

□
日
本
水
彩
畫
會

二
月
例
會
は
二
十
五
日
午
後

よ
り
開
會

出
品
點
數

百
三
十
點
岡
、
永
地
、
眞

野
氏
の
批
評
並
に
有
益

な
る
講
話
有
之
候
デ
ッ

サ
ン
の

コ
ン
ク
ー

ル
に
て
は
人
體
部

に
て
は
後

藤

工
志
氏
石
膏
部
に
て
硲
伊
之
助
氏
各
受
賞
せ

ら
れ
候
 
 
 
 


